
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鶴の台小５年生有志のソーラン舞 

令和 ２ 年 ６ 月 1 日           館報みなみ                第 230号 

左のQR 
コードで
もHPへ 

第２３０号 館区内の人口（R.２.5.1 現在 14,110世帯 29,246人）［各戸配布］ 

発行：大野南公民館（相模原市南区相模大野５丁目３１番１号） 

電話：042-749-2121 Fax：042-749-4795／ホームページ・大野南公民館で検索 

 

鶴の台小５年生有志のソーラン舞 

 

 

相模原市と南区は、今年４月１日に政令都市・区制になって１０

年を迎えました。南区のロゴマークを館報にも掲載していきま

す。１年間このマークとともにお祝いしていきます。 

１ 

 
  

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の中、地域を散歩されている方も多いので

はありませんか。大野南地区は、戦前の「軍都」から

戦後の「学都」「住宅都市」へと変遷・発展してきまし

た。街を歩いているとそれらを留める街のシンボルが

見つけられます。ここにその幾つかを挙げてみ 

ました。皆さんにとってのシンボルは何ですか。 

自粛で運動不足の中いつもと違うコースを 

歩いてみませんか。 
（※屋外でもマスクの着用、３密、ソーシャルディスタンス、熱中症 

に注意しましょう！） 
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皆
さ
ま
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
５
月
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き

抜
け
て
、
い
つ
の
間
に
か
初
夏
。
木
々

の
緑
も
色
濃
く
な
っ
て
、
気
温
の
高
い

日
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
熱
中
症
の
対

策
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。 

さ
て
、
昨
年
度
の
運
営
協
議
会
で
公

民
館
長
再
任
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、

令
和
2
年
度
館
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳

し
く
ご
案
内
の
よ
う
に
、
昨
年
度
第
二

次
公
民
館
振
興
計
画
の
改
定
が
行
わ

れ
、
今
後
5
年
間
の
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん
の
地

域
に
寄
せ
る
思
い
を
公
民
館
活
動
を
通

じ
て
体
現
す
る
具
体
策
が
で
き
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や

ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
予
防
対
策
の
影
響
は
地
域↗

 

２ 
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皆さん覚えていますか？この企画！しばら

くこの名称で、その時々の大野南地区を切り取

ってきました。今号では、この企画の再登場で

す。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
相
模

大
野
駅
前
。
４
月
１８

日(

土)

の
夕
方
、
普
段

な
ら
大
変
な
雑
踏
で

す
が
、
様
相
が
一
変

し
て
し
ま
っ
た
駅
前

で
す
。
早
く
大
勢
の

人
が
行
き
交
う
、
元

の
相
模
大
野
に
戻
っ

て
欲
し
い
と
願
う
写

真
で
す
。 

「
保
育
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
っ
て
く

れ
れ
ば
子
連
れ
で
一
緒
に
遊
べ
る
よ
」

こ
の
町
に
転
入
し
た
私
が
初
め
て
公
民

館
を
訪
れ
た
時
の
、
石
川
次
長
の
こ
の

一
言
が
私
の
行
動
を
決
め
ま
し
た
。 

子
育
て
支
援
事
業
を
探
し
て
立
ち
寄
っ

た
の
で
す
。
ま
だ
子
育
て
を
楽
し
む
講

座
も
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
も
無
い
時
代
。

だ
か
ら
互
い
に
保
育
し
合
う
シ
ス
テ
ム

に
乗
り
ま
し
た
。 

保
育
室
は
婦
人
学
級
で
「
学
習
権
」

を
学
ん
だ
方
々
の
「
子
育
て
中
の
母
親

に
学
習
権
の
保
障
を
」
と
の
熱
意
に↗ 

↗

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
子
連
れ
で
遊
ぶ
こ
と
を
容
認

し
た
の
は
、
子
ど
も
を
見
合
う
こ
と
自
体

が
学
習
だ
、
と
い
う
運
営
者
の
皆
さ
ん
の

考
え
か
ら
だ
。
私
は
「
学
習
権
を
獲
得
す

る
」
こ
と
な
ど
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
の

で
、
「
自
分
は
何
を
学
び
た
い
の
か
？
」

を
突
き
付
け
ら
れ
た
思
い
で
し
た
。 

そ
れ
以
来
、
こ
ど
も
達
の
活
動
や
自
分

の
趣
味
・
学
習
活
動
の
場
と
し
て
、
地
域

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
公
民
館
と
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
出
会

い
と
と
も
に
。  

 

 

 

長
池 

慶
子 

 

サタデーキッズにて 

↗

社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
特
に

立
場
の
弱
い
方
た
ち
を
苦
し
め
て
い
ま

す
。
普
段
気
づ
か
な
い
事
柄
に
も
目
を
向

け
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
や
愛
す
る

人
の
身
を
守
る
こ
と
は
第
一
で
す
が
、
大

変
な
方
々
に
寄
り
添
う
、
支
え
る
余
裕
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

長
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
の
状
況

を
私
た
ち
が
乗
り
越
え
た
時
、
ま
た
違
っ

た
自
分
や
友
人
関
係
、
社
会
の
あ
り
様
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
会
議
や
診
療
、
体
操
や
趣
味
の
指
導

や
飲
み
会
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
り
組

む
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
取

り
組
ま
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
も
、「
わ
く
わ
く
」「
ド
キ
ド

キ
」
で
は
あ
り
ま
す
。
新
し
い
社
会
が
す

ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
よ
う
な
気
配
を
感

じ
ま
す
。
公
民
館
も
準
備
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
し
な
く
て
は
と
思
い
始
め
て
い
ま

す
。 が

一
方
、
公
民
館
は
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
地
域
の
人
間
関
係
を

豊
か
に
し
て
い
く
、
ま
た
、
地
域
の
文
化

を
大
事
に
育
て
て
い
く
役
目
が
あ
り
ま

す
。
仲
間
の
体
温
を
感
じ
、
肉
声
を
聴
き
、

感
動
を
同
じ
場
所
で
共
有
す
る
喜
び
は
、

忘
れ
な
い
で
行
き
た
い
で
す
。 

 

館
長 

あ
い
さ
つ 

 
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後 

に
向
け
て 

大
野
南
公
民
館
長 

中
村 

洋
子  

  

 

  



 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 ６ 月 1 日             館報みなみ                   第 230 号 

活動基本計画 活動基本方針 

わ
た
し
た
ち
は
、 

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、 

地
域
の
交
流
を
進
め
ま
す 

地域の人たちとのであいを大切に、ふれあいを

通して豊かな人間関係を作り、地域の連携を深

めるための機会の提供に努めます。 

地域住民の交流を図るために、世代間交流や国

際交流の場の提供に努めます。 

地域の人たちが親しくなるために、趣味や運動、

親子のふれあいなど、楽しみを通して、仲間作

りの場の提供と、だれでも気軽に集える居場所

作りに努めます。 

学級・講座 

健康体育 

その他 

大野南体育祭 

公民館まつり、クラシックコンサート 

ふれあい学級、若者講座 

わ
た
し
た
ち
は
、 

く
ら
し
の
文
化
を
大
切
に
し
、 

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す 

わ
た
し
た
ち
は
、 

主
体
的
に
学
び
あ
い
、
と
も
に
育
ち
、 

自
ら
を
高
め
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
す 

主体的な学びを積極的に支援し、教えあい学び

あうことによって、生活課題の解決に貢献する

よう努めます。 

一人ひとりが主役になって活躍できる場を提供

し、地域の人材の育成に努めます。 

各種学校との連携を図り、幅広く学習の機会を

提供するなど、地域の身近な諸問題を解決する

ために学びあう機会を作ります。 

青少年が主体となって学びあい、ともに育つ場

を提供します。 

くらしの知恵、家庭の味、地域の歴史と文化な

どを伝承することによって、心豊かに暮らすた

めの文化の形成に努めます。 

子育て世代の学習機会を提供し、心豊かな家

庭・家族関係づくりへの支援を行います。 

体の健康づくりに対する意識の向上に努める

とともに、スポーツや運動などを通し、地域住

民の健康づくりの支援に努めます。 

心の健康を保てるような機会を提供し、誰もが

いきいきと暮らすための支援を行います。 

学級・講座 

文化家庭 文化講座 

成人学級 

学級・講座 

文化家庭 ベビーとキッズのお楽しみワールド 

子育てを楽しむ講座 

保育 

健康体育 

公民館事業への協力 

健康体育事業全般 

学級・講座 

文化家庭 文化講座、文学講座 

ふれあい学級、成人学級、若者講座 

文化家庭 成人学級、自分史を学ぶ講座 

学級・講座 成人学級、小中学生保護者向け講座 

青少年 青少年事業全般 

文化家庭 文化講座、かんたんクッキング講座 

学級・講座 子育てを楽しむ講座 

健康体育 健康体育事業全般 

その他 心の健康講座など検討 

文化家庭 相模原を知る講座 

その他 サタデーキッズルーム、親子・孫で楽しめる科学 

〔大野南公民館振興計画の体系図〕 
 

 

↗過したことから、後期に当たる令和 2 年度から令

和６年度までの活動基本計画を策定したものです。 

 計画を策定するにあたっては、運営協議会・青少

年委員会等の専門委員会・地域の方々が参加した 8

回の検討委員会をひらき決定されました。 

 

公
民
館
振
興
計
画
は
、
表
の
よ
う
に

３
つ
の
「
基
本
理
念
」
、
そ
の
下
の
３

つ
、
ま
た
は
４
つ
の
「
基
本
方
針
」
、

そ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
の
事
業
と

専
門
委
員
会
か
ら
な
る
「
活
動
基
本
計

画
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動

基
本
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間
こ

の
公
民
館
で
行
う
メ
ニ
ュ
ー
で
も
あ

り
ま
す
。
「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

学

び
あ
い
の
」
の
も
と
で
公
民
館
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 

実
施
す
る
組
織
は
、
各
種
事
業
の
企

画
立
案
実
施
を
行
う
文
化
家
庭
・
健
康

体
育
・
青
少
年
・
保
育
か
ら
な
る
「
専

門
委
員
会
」（
ま
た
各
学
級
等
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
組
織
し
た
準
備
委
員
会
）

と
、
事
業
全
体
の
調
整
を
行
う
「
運
営

協
議
会
」
、
そ
の
運
営
協
議
会
を
統
括
す

る
「
館
長
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
委

員
会
の
委
員
は
、
地
域
か
ら
選
出
さ
れ

た
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
公
民
館

は
、
皆
さ
ん
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

基本理念 

３ 

振興計画の詳細は、ホームペー

ジに掲載されています。ご覧くだ

さい。 

 

 検討会での小学１年生の意見 

 
 

公民館振興計画とは、公民館において地域ごとの

個性や特性を生かし、将来像や活動方針、運営組織

のあり方などを検討し、住民の主体的な活動の推進

を図るために策定するものです。 

 公民館がより発展するための「公民館活動の設計

図」で「公民館運営の羅針盤」ともいえます。現在

の「第 2 次大野南公民館振興計画」は平成 27 年 3

月から令和 6年度末までの計画ですが、5 年を経↗ 
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■
４
月
14
日
南
区
合
同
庁
舎
１
階
ロ
ビ

ー
に
飾
ら
れ
て
い
る
凧
の
絵
柄
が
変
わ
り

ま
し
た
。「
相
模
の
大
凧
文
化
保
存
会
」
の

方
が
毎
年
新
し
く
し
て
い
ま
す
■
今
年

は
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
と
世
界
平
和
の
願
い
を
青
空

高
く
舞
い
上
が
る
大
凧
に
込
め
て
」
の
『
輪

風
』
で
、
太
陽
の
赤
と
大
地
の
緑
を
使
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
■
ま
た
、「
祝
」
、「
政

令
都
市
移
行
１０
周
年
」
、「
南
区
誕
生
１０
周

年
」
の
文
字
も
書
か
れ
て
お
り
、
相
模
原

市
が
政
令
指
定
都
市
に
な
っ
た
こ
と
を
祝

っ
て
い
ま
す
■
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の
た
め
、
相
模
川
河
川
敷
で
の
凧
あ

げ
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来

年
は
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
な
い
で
大
き
な
風

を
受
け
た
凧
を
観
た
い
で
す
ね
■
公
民

館
・
南
区
合
同
庁
舎
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、

一
階
ロ
ビ
ー
の
凧
を
是
非
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。 

  

４月 おもしろ科学教室（19日） 1月に延期  

10 月 

きまぐれ広場 時期未定 

５月 

こどもミニオリンピック（16日） 10/10 に延期   大野南仲間カレッジ（回数は未定） 調整中 
子育て支援講座（未定） 延期(未定)  大野南体育祭（25日） 変更なし 
さわやかウォーク①（23日） 中 止  歩き方教室（31日） 変更なし 

６月 

大野南ふれあい学級（回数は未定） 延期(未定)  

11 月 

お花の応援隊②（6日） 変更なし 
お花の応援隊①（5日） 中 止  さわやかウォーク②（14日） 変更なし 
大道仮説実験①（２6日） 中 止  相模大野の変貌Ⅲ（未定） 変更なし 
市民健康まつり（14日） 11 月に延期  こども料理教室②（29日） 変更なし 
七夕お楽しみ会（20日） 中 止  

12 月 
大掃除（4・5日） 変更なし 

７月 

ラジオ体操のつどい（18日） 中 止  クリスマスお楽しみ会（12日） 変更なし 
ファミリーバドミントン教室①（19日） 中 止  １月 小中学生保護者向け講座（14日～全3回） 変更なし 
こども社会見学（31日） 中 止  

２月 
若者講座（6日～全 3回） 変更なし 

８月 

夏休み工作教室（未定） 中 止  大道仮説実験②（7日） 変更なし 
セミの羽化観察教室（8日） 中 止  ３月 大野南公民館まつり（6・7日） 変更なし 
ファミリーバドミントン教室⓶（30日） 中 止  

年 間 

●サタデーキッズルーム 
（原則、毎月第4土曜日） 

8 月末ま

で中止 

９月 

子育てを楽しむ講座（回数は未定） 調整中  

クラシックコンサート（13日） 調整中  ●大野南サロン（毎月第 1月曜日） 

ファミリーバドミントン大会（20日） 調整中  事業予定は、今後のコロナウイルスの対応により変更

になることがあります。 こども料理教室①（27日） 調整中  

 

 
コロナウイルス感染症拡大防止のため、公民館が 8 月３１日まで休館となりました。そのた

め、令和2年 3月 31日(229)号でお知らせした事業計画が大きく変わってしまいました。次

号9月 1日号では、具体的な事業のお知らせをしたいと考えております。ホームページでは随

時お知らせ等を更新していますので、ご確認ください。 

 

 
地域と公民館をつなぐ情報媒体です。館報は年５回発行。ホームページは随時

更新しています。パソコンでワードが打てれば大丈夫です。一緒に楽しい館報

などを作りませんか。是非公民館に声を掛けて下さい。 

 

 
 

 


